
令和元年度かかりつけ医認知症対応力向上研修 次第

 日時：令和２年２月１６日（日）１２時３０分～１６時５０分  

 場所：埼玉県県民健康センター 大ホール  

１ 開  会 

２ あいさつ 

  埼玉県福祉部  縄田 敬子 地域包括ケア課長 

３ 研  修  

（１）「かかりつけ医の役割」編  

    川口並木クリニック          神谷 文雄 院長 

（２）「 診 断 と 治 療 」編 

    埼玉県総合リハビリテーションセンター 市川  忠  副センター長 

（３）「 連 携 と 制 度 」編 

    南飯能病院              角田 健一 院長 

４ 修了証書交付 

５ 閉  会 

主催：埼玉県、さいたま市、埼玉県医師会 

              ※日本医師会生涯教育制度：3.5単位 
               ＣＣ：4.医師―患者関係とコミュニケーション、11.予防と保健、 
                  13.医療と介護および福祉の連携、29.認知能の障害 



研修カリキュラム 

研修オリエンテーション等（12:30～12:40） 

科 目 研 修 内 容 講 師 

Ⅰ「かかりつけ医の 

役割」編 

 （12:40～13:15） 

・ かかりつけ医とは 

・ 早期発見・早期対応の意義 

・ かかりつけ医に期待される役割 

・ 認知症高齢者の現状 

・ 認知症施策の方向性について など 

 川口並木クリニック 

 神谷 文雄 院長 

Ⅱ「診断と治療」編 

（13:25～14:55） 

・ 認知症の診断基準（ＤＳＭ） 

・ 認知機能障害と行動・心理症状（ＢＰＳＤ）

・ 家族が最初に気づいた日常生活の変化 

・ 認知症初期の発見のポイント 

・ ＭＣＩの人への対応 

・ 認知症の問診とアセスメント 

・ 認知症と間違えやすい症状 

・ 認知症の治療とケア 

・ 認知症の説明（告知）と法的な取扱い など

埼玉県総合リハビリ 

テーションセンター 

市川 忠 副センター長 

Ⅲ「連携と制度」編 

（15:05～16:35） 

・ 連携の意義と実際 

・ 認知症の人への支援体制 

・ 若年性認知症の特徴と現状 

・ 認知症の人と運転 

・ 認知症と成年後見制度 

・ 地域啓発のポイント など 

 南飯能病院 

 角田 健一 院長 

修 了 証 書 交 付 等（16:35～16:50） 


